
杉山稔恵准教授が昨年3月に発表した恐竜の

骨髄骨に関する研究成果（Scientific Reports, 6:

23099）が、 Scientific Reports誌で公開された

2016年TOP100に選ばれました。

この論文はこれまでに12,431回の閲覧があり、

2016年にScientific Reports誌で公開された

20,000以上の論文の中で、最も読まれた論文の

上位100位以内として認定されました。その閲覧

数から、世界での注目度がうかがわれます。

この論文はノースカロライナ州立大学との共同

研究により、約6800万年前に生存したティラノサ

ウルス（Tyrannosaurus rex）の大腿骨に鳥類雌の

特異組織である骨髄骨が存在することを化学的

分析により証明しました。この研究成果は、恐竜

の性判別法を明らかするとともに、鳥類恐竜起

源説を有力に支持しています。
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